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調査・意見
本学図書館における電子化について
これまでのあゆみと今後の拡充計画
はじめに
ここ数年「電子図書館」という言葉が盛んに使用
され、「デジタルライプラリー」や「バーチャルラ
イプラリー」と表現されることもある。しかし、い
まもってこれらの語の指し示す実態は、必ずしも明
確にされていないように思われる。電子図書館とい
う言葉だけが一人歩きしている状況があるように感
じている。電子図書館を利用者サイドから見れば、
図書館に直接出かけることなく、ネットワークを介
して必要な情報をタイムリーに入手できる環境が整
備されているものが電子図書館であり、一方、図書
館サイドから見ればマルチメディアの利用環境を備
え、ネットワーク上で展開される多種多様なサービ
スを積極的に取り入れ、利用者に公開していくこと
が電子図書館であるという理解をするのがわかりや
すく一般的であろう。
国内でも学術情報センター、奈良先端科学技術大
学院大学等の電子図書館システムの動きはあるもの
の、本学のように160万冊の蔵書数をかかえた大学
図書館が、いきなりペーパレス化を図り、電子図書
館に様変わりするということは困難なことである。
また、我々は、そのような方針を持っているわけで
もない。しかしながら、利用者が求めているニーズ
に、一歩でも近づいていくためには、図書館の電子
化を目指して経済的にも、人的にも可能な範囲でハ
ード・ソフト両面を上手に折衷させながら、奉仕活
動を展開していかなければならないと考えている。
現段階においては電子図書館という定義を「新た
な利用者サービスに主眼をおいた図書館の電子化」
と位置づけ、利用者サービス面、およぴ業務システ
ム面において一層充実させていく所存である。まず
は、図書館の電子化に向けてしっかりとした土台作
りを行っていくことが必要であると考え、平成 6年
度より館内にプロジェクトチームを発足させ、「学
術情報システム拡充計画（第 2期構想）」として取
り纏めた。
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本稿では、
0図書館の電算化の取り組み
0図書館を取り巻く環境の変化
0第 2期構想の目指す目標と課題
0第 1次中期計画の概要
を中心に報告するとともに、本学図書館が目指して
いる電子化への取組を明らかにし、利用者の理解を
得ておきたい。
図書館の電算化の取り組み
本学図書館の電算化は、全国の大学図書館に先駆
けて開発、運用してきた。当時は、メーカ開発の図
書館システムも少なく、独自開発の道を選択した。
図書館業務の電算化を基本とした第 1期構想を策定
したのは、昭和52年であった。以降同構想に基づき
3回の中期計画をくりかえし、業務の電算化を順次
実施し、 トータルシステムとして構築することを目
標に取り組んできたのである。
1.開発の甚本姿勢
第 1期構想を推進していくうえで、以下の事項
を碁本姿勢として進めていった。
・トータルシステム化を基本におき、図書館業務
の可能な部分より順次、開発を行う。
・開発、保守、運用は図書館員自らが行い、外部
委託する場合も自館で基本設計を行い、稼働後
は修正、保守できる体制をとる。
・完成したシステムは業務担当課に移管し、館員
自ら自己のシステムとして運用可能なものとす
る。
2. 開発の経緯
現在では、図書情報管理課が分掌事項としてシ
ステム全般の開発・保守を担当しているが、開発
当初は各課より選抜した数名でプロジェクトチー
ムを編成し、事務共用マシン（富士通大型汎用
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機）上で開発を行ってきた。開発の手順としては、
①対象業務の分析を行う、②碁本設計を行う、③
担当部署と協議しながら詳細設計を行う、④開発
作業～テスト運用を経て、⑤本番運用開始、とい
う順序で進めてきた。
開発を行ってきたシステムとしては、
0雑誌管理システム (KULPIS)
: 1978-1993年度
0閲覧管理システム ：1985年度
0蔵書検索システム (KUL) : I 
0蔵書検索システム (KULII): 1989年度
0 目録（図書）システム ：1993年度
〇目録（逐刊）システム ：1994年度
(KULPISを全面改訂し、目録システムに吸収）
があり、個々のシステムは、機能的にも業務に密
着した使いやすいものであったと考える。最後の
目録システムの運用を開始した時点で、目標であ
ったトータルシステムとして、ほぼ完成したと言
える。
3. 第 1期構想を振り返って
第 1期構想を推進した結果、業務部分について
の電算化は一応の区切りがついたと考えている。
独自開発の道を選択し、館内に開発部門を覆いた
ことで、運用していく上での改善要望や緊急時の
対応も、それなりに対応できてきたと思われる。
「システムは 5年間、運用できれば成功である」
と言われるが、その意味は、 5年間も仕事の流れ
や、やり方を変更しないで済むことは少ない、と
いうことだとも考える。本学図書館の場合も同様
で、システムそのものを改善してきたというより
も、業務の変更が生じた場合に関連してシステム
を変更してきた、という言い方が正しいのかもし
れない。
第 1期構想の推進で図書館業務のトータルシス
テムとしてほぼ完成したとも考えられるが、見方
を変えれば、利用者ニーズは、際限なく拡大し、
しかも多様化している今日、課題はなお山積して
きていると言えなくもない。
0環境面での課題
・図書館システムを運用している大型汎用機は事
務共用機であり、図書館システム以外に学籍、
成績管理、財務管理、人事管理等、他のシステ
ムも運用されており、セキュリティの観点から
外部との接続は一切行ってこなかった。そのた
め、業務としてネットワークを利用できる環境
は整備されていない。
・大型汎用機での開発はUNIX環境での開発と
比較した場合、前者は、非常に複雑であり機能
的にも限界がある。今後の人材育成、およぴ確
保の点からも大型汎用機での運用を継続してい
くことは、得策とは言えないのではないか。
0運用面での課題
・図書館の開館H程に関わらず、システムの運用
がコンピュータの保守日に左右される。
・卒業生等の大学構成員以外の利用者に対して公
平なサービスを提供できない。
・操作性の向上にシステム的な限界がある。
現行のシステムをあと何年運用できるかは分か
らないが、他大学の図書館システムや各メーカの
図書館システムでは大型汎用機を離れ、 UNIX
環境でのシステムが一般的となってきている。電
算機環境の変化、マルチメディア対応等、図書館
システムも大きな変革期を迎えているのは間違い
ないようである。
図書館を取り巻く環境の変化
第 1期構想で業務のシステム化を順次行ってきた
が、その間に図書館を取り巻く周辺の環境が大きく
変化してきた。中には、図書館業務のあり方を考え
直さなければならないような著しい変化もあり、利
用者ニーズも多様化する一方である。ここでは、そ
の環境の変化と、それに対する課題を整理してみた
いと思う。
1.学術情報システムの充実
文部省の共同利用機関である学術情報センター
(NACSIS) は、 1986年 4月に東京大学文献情報
センターの転換・拡充により発足された。 NAC-
SISの目的は、「学術情報を収集・組織化し提供
する」こと、「学術情報、および情報システムに
関する研究開発を行う」ことにある。発足当時の
各大学図書館、特に私立大学図書館の見方として
は、共同利用機関としてどのように成長していく
のか、各図書館業務の関わりでメリットはあるの
か、という不安から暫くは静観してみようという
空気があったように聞いている。
本学の関わりとしては平成 3年度に接続申請を
行い、 NACSIS-CAT（目録業務）、 NACSIS-
IR （情報検索）、 NACSIS-ILL（相互利用）の
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各 IDを取得し、学情情報システムを利用できる
環境を整えた。その後、 NACSIS-IR, N AC-
SIS-ILLの利用については参考業務の対応もあ
り運用してきたが、 NACSIS-CATの利用に関
しては、外部委託方式を採用していたこともあり
目録業務としての運用は殆どなく、平成 5年度か
ら開始した遡及入力作業の道具として利用してき
た程度であった。
しかし、その間のNACSISの成長は目を見張る
ものがあり、設立10年を経過した現在、接続館数、
書誌・所蔵登録件数とも大きく成長してきたと言
える。 (P.20表 1参照）
また、各メーカの図書館システムもNACSIS接
続部分を標準機能として取り込んだものが殆どで
あり、今や大学図書館との関わりでは必須の事項
となってきた。
本学図書館としても自明のこととして、 NAC-
SISとの関わりにおいて今後の図害館業務を見直
す必要があると考える。当面の課題としては、
NACSISへの所蔵登録について図書館の方針を明
確にした上で対応していく必要がある。個人的な
見解ではあるが、一般的に流通している資料に対
して所蔵登録を行っていくよりも、まずは、本学
の特色を発揮できる部分（資料）に限定して所蔵
登録を行っていくことが全国規模の共同目録作業
に貢献していく道であるとも考えるが、いかがな
ものであろうか。
2.パソコンの大衆化
パソコンの性能向上と大衆化により、コンピュ
ータは一部の専門家の道具ではなく、テレビやビ
デオと同様、家電製品並みに普及してきた。その
利用も、各種アプリケーションソフトの充実によ
り、ワープロや表計算に止まらず、マルチメディ
ア、データベース、ネットワーク利用等、拡大す
る一方である。中にはお絵描きソフト等、小学生
や幼稚園児を対象としたソフトまで安価で販売さ
れている状況である。
それだけ普及した原因としてはパソコンの低価
格化が進んだこと、ソフト運用面での機能、操作
性の向上、等があげらるが、忘れてはならないの
は、そういった環境で生活している人々が図書館
の利用者でもあるということである。日々、カラ
フルな画面でマウスを扱い、簡便なシステムを使
っている利用者に対して、いつまでも時代後れの
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環境で操作が複雑なシステムを提供しているよう
では、図書館としての機能的価値が薄れていく一
方であり、なんと言っても利用者の利用目的、そ
の満足度と遊離した図書館ではその存在価値を失
うばかりであると思われる。
3. マルチメディアの波
レコード盤がCDに、カセットテープがMDに
といったように、いままで当たり前であった媒体
が変化してきている。出版業界においても同様の
変化がある。いわゆる電子出版の登場である。本
の形からフロッピー・ディスクやCD-ROMの
媒体で次々に出版されるようになり、パソコンや
電子プックプレーヤーを介して簡単に利用できる
ようになってきた。紙から電子媒体に変化するこ
とで、紙では表現できなかった画像や音声といっ
たメディアまで電子出版物は対応が可能となって
いる。
また、資料のデジタル情報化においても、イン
ターネット上では全文データベースサービスが拡
がりを見せており、いずれ図書の納品形態に、冊
子の形ではなく、ネットワークを利用して全文デ
ータを納める「電子納本」という形が登場しても
不思議ではない。今後もこういったマルチメディ
アの波はより加速し大きくなっていくことであろ
つ。
4. インターネットの急成長
インターネットは、 1980年代当初より開発が続
けられている広域コンピュータネットワークであ
る。現在では、巨大な国際的コンピュータネット
ワークとして急速な成長を遂げ、利用者の数も全
世界で5,000万人とも6,000万人とも言われている。
インターネット上では多種多様な情報が行き交い、
数多くの情報提供サービスが開始されるようにな
ってきた。テレビのコマーシャルでも登場してい
るように、ある老人が自宅からインターネットを
介して、大学図書館の蔵書を閲覧するといったこ
とが夢物語ではなく、当たり前の状況になってい
ると理解しなければならない。
図書館の関わりにおいても同様である c 従来ど
おり、冊子体資料の収集、整理、提供といったサ
ービスはもちろん継続していく必要があるが、そ
れだけでは利用者に満足してもらえない C インタ
ーネットを有効に利用し、積極的に図書館業務に
活用すること、利用者に対して新しいサービスを
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展開すること、を実現していかなければならない
と考える。
参考にインターネット上で実現されているもの
の内、図書館に関係するものを数点紹介しておき
たしヽ。
0 ドキュメント・デリバリー・システム
• FirstSearch 
利用者が直接検索することを想定してデザイ
ンされたオンラインサービス。 15,000タイトル
以上の学術雑誌の最新記事情報の検索～ドキュ
メント・デリバリー・サービスの他、 60以上の
著名なデータベースが提供されている。
• UnCover 
カバーしている雑誌は約17,000タイトル。記
事検索の利用は無償。
0他の電子図書館システム
・ N ACSIS-ELS 
学術情報センター開発の電子図書館システム。
昨年度より日本の学会・協会等と共同で試行運
用を開始した。学会誌、論文誌をページをめく
るような感覚で読むことのできる専用プラウザ
に検索システムを組み合わせた文書配布システ
ムである。
•国立奈良先端科学技術大学院大学
3658、24時間開館の本のない図書館として
オープンした。雑誌、書籍だけでなくビデオ等
もデジタル化して提供している。最大の課題は
著作権の問題であり、クリアできているのは全
体の 1割にも満たない。
0他の情報サービス
・米国連邦議会図書館 (Libraryof Congress) 
の書誌情報データベース
・図書館流通センターの書誌情報 (TRC-
MARC)の検索～ダウンロード
・大型書店の受発注システム
•他図書館の蔵書検索システム、等
5. 第2期構想策定の背景
前述のような状況の変化により「利用者が求め
る図書館」の姿が変貌してきた。図書館としても
利用者の要望には積極的に耳を傾け、常に真摯に
対応し、意を尽くしてきたと自負してはいるが、
今後は利用者の理解を得て、さらに明確な方針を
打ち立て、計画性のある事業として、取り組んで
いかなければ、十分な対応が困難であると判断し
た。学術情報システム拡充計画（第 2期構想）を
策定した背景には、このような幾つもの状況の変
化があり、「図書館の電子化に向けての方向性」
その中での「新たな利用者サービスの展開」に関
して、具体的な構想を策定しようと考えた。
将来に亘って「利用者が求める図書館」として
生き続けていくためにも必要な所作であったと考
えている。
第 2期構想の目指す目標と課題
平成 6年度にプロジェクトチームを発足させ、
「学術情報システム拡充計画（第 2期構想）」を策
定したが、具体的な計画は 3年程度の中期計画を基
本に進めていくこととした。それは、電子化を進め
ていく上で密接に関係する内容、
・今後の電算機環境いわゆるハード面の変化
・図書館界の状況変化
・インターネット上の新たなサービス、等
の将来予測が明確に想定できないためである。パソ
コン市場では、 3ヶ月ごとに新製品が次々に発表さ
れる状況であり、 3年間の中期計画を進めていく上
でもその間の状況変化によっては、見直しが必要で
あると考えている。
策定した第 2期構想は、現時点での「図書館の電
子化」についての考え方を纏めたものである。内容
としては、今後の方向性を示唆したものであり「将
来計画策定の指針」として位置づけた。具体的な計
画である第 1次中期計画については後で報告するこ
ととし、ここでは第 2期構想の目指す目標と課題を
報告する。
1. 第 2期構想の目指す目標
0求められるシステム環境
現在運用している大型汎用機は、前述のとお
り事務共用機であり、セキュリティの観点から
他とのネットワーク接続は困難な状況である。
今後、図書館に必要なシステム環境としては、
①効果的なネットワーク利用、②マルチメディ
ア対応、③全利用者に公平なサービスの提供、
が必須である。その環境を実現するためには、
①館内 LANの構築・整備、②図書館専用機の
導入、③関連システムの再構築、が必要である
と考えた。図書館専用機の導入に関して補足す
ると、大きな費用を投入して図書館専用の大型
汎用機を導人するということではなく、 UNI
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Xマシンを核としたクライアント／サーバ方式
の導人である。ここ数年「ダウンサイジング」
を合言葉に図書館界でも一般的な環境となって
おり、各メーカの図書館システムの大部分にお
いてもその方式を採用している。大型汎用機に
比べると費用面、管理面、開発の容易性、ネッ
トワーク環境面において優れており、本学とし
ても図書館にUNIXサーバを導人し、館内 L
ANを利用したクライアント／サーバ方式で図
杏館業務、および利用者サービス面をさらに充
実させていくべきだと判断した。
0新たな利用者サービスの展開
・システムの再構築
新たなクライアント／サーバ方式の環境で各
システムの再構築を行っていく。まず、第一に
は利用者サービスの関わりから、蔵書検索シス
テム (KUL) の再構築を行い利用者に新KUL
として提供していく。その後、計両的に業務シ
ステムの移行を実施する。
・マルチメディア対応
マルチメディアを図書館が扱う「情報」の一
っとしてとらえ、新しい情報に対処し得るサー
ビス体制を整える。
・効果的なネットワーク利用
業務面、利用者サービス面において効果的な
ネットワーク利用を促進し、積極的に情報発信、
および情報人手を行う。また、電子メールにつ
いてもオンラインレファレンス、購入希望の受
付等、活発に利用していく過程で利川者とのコ
ミュニケーションを図る。
・学術情報システムの利用促進
研究者にとって非常に有効な情報システムと
して成長を続ける学術情報システムとの関わり
から、本学としても全国規模の共l1U録作業に
貢献していけるよう業務対応を検社する。
・電子目録の整備、充実
カード目録から電子H録へ移行していく上で
データ整備体制の更なる充実を図る。当面の課
題としては、遡及入力作業の推進によるカード
レス化の完全実施、学内総合オンライン日鉢の
構築（学部資料室、各研究所・室など学内の各
図書・資料所蔵機関全体を纏めた目録の作成に
より、利用者のための Ij録の質の向上、総合図
書館としての機能を高める）に努める。
•他システムとの連携強化
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単館レベルで葵大な費用の投入により蔵書数
を誇る時代ではない。複数図書館の連携、ネッ
トワーク上のサービスを有効に活用する時代で
ある。他の電子図書館システム、雑誌論文等の
ドキュメント・デリバリー・システム等を積極
的に活用することにより蔵害の在り方を含めて
検討していく必要がある。「保存図書館と電子
図書館機能の共存」が本学図害館にとって、最
も今日的な重要な課題である。
2. 推進していく上での検討課題
第2期構想で目指すべき事項は前述したとおり
であるが、その進め方についてはあらゆる想定さ
れる角度から十分に検討していく必要がある c 今
後の新たな情報サービスの展間、電算機環境の進
展、他の電子図書館システムの動き、等により、
「図書館のあるべき姿」がH々変化していく。こ
のことを念頭に領き、常にその動向を意識しなが
ら迅速に対応していくことが肝要である。
現時点で考えられる要素を第 2期構想、および
この構想にもとづく第 1次中期計画に盛り込んだ
つもりではあるが、今後の状況変化等により新規
の事業、計画の見直し、緊急の対応、等が当然の
ように発生すると予想される。計画が「絵に描い
た餅」に終わらないよう、常に柔軟に対応できる
体制を整えておくことも、肝に銘じておかなけれ
ばならない。
第 1次中期計画の概要
第2期構想の推進にあたり、第 1次中期計画（平
成 8~10年度）を策定した。今年度は、その初年度
にあたり館内 LAN等の環境整備を行った。その第
1次中期計画の概要を報告する。
1. 第 1次中期計画の柱
以下の 3点を大きな柱として第 1次中期計画を
策定した。 ri1]計画では、電子化に向けての甚本的
な土台作り、可能なサービスの検討と実施が中心
である。
0図書館の電＋化に向けてのシステム環境の整価
0積極的な情報発信
0新たなサービス展間と業務対応
2. 主要な実施項H
0利用者検索システムの開発：新KULの開発
本学図書館における電子化について
現在提供している利用者検索システムを、 U
NIX環境で再構築し、新たな検索システムと
して利用者に提供を行う。
現時点では、 UNIXマシンの導入、館内L
AN構築等の環境整備も終え、新KULの開発
作業を鋭意進めており、かなりの進捗をみてい
る。 (P.20図 1参照）予定どおり平成 9年後期
から稼働提供できる見込みである。まずは館内
に配置したクライアントから運用を開始し、そ
の後、積極的に学内、学外にも公開していく計
画である。また、学部資料室、研究所（室）等、
学内関係諸機関に提供している蔵書管理システ
ム（図書館において「図書管理システム」を開
発援助したパソコンによるスタンドアローン方
式）からデータを取り込むことで「学内オンラ
イン総合目録」の構築に向けての作業を進めて
いきたいと考えている。
oCD-ROMサーバの利用拡大
今年度、標記サーバを教研LANに接続して
高槻図書室からのアクセスを実現した。次年度
は、各学部にその利用を拡大していく予定であ
る。次期計画の詳細については今後の検討を要
するが、インターネット上で公開されている各
種情報サービスを積極的に利用していく中で教
研LAN上の有効なサービスとして展開してい
きたい。
0図書館案内の提供
図書館のホームページは、前年度よりインタ
ーネット上で関西大学ホームページにリンクす
る形で提供している。しかし、図書館内にはそ
の環境がなく、利用者には紙ベースでしか提供
できていない。実際に図書館を使っている利用
者を対象とした図書館案内の作成について、そ
の内容と提供する環境を整え、 UNIX版新k
ULの公開を含むサービスを展開していく。
0学術情報システムの対応
書誌データの外部委託方式の見直しを行い、
学術情報システムを積極的に利用する方向で検
討を行う。業務処理の簡索化、経費の削減を図
るとともに、全国的な共同目録作業への貢献を
行う。同時に相互利用の観点から所蔵登録の扱
いについての再検討を行う。
0新たな利用者サービスの展開
インターネット上での情報サービスの有効利
用、コミュニケーション手段としての電子メー
ルの活用、例えばオンライン・レファレンス、
購入希望の受付等、新たな利用者サービスを模
索し必要な体制を整えていく。
0計画のチェック体制
計画の進捗を常に意識し、自己点検・評価を
行いつつ、必要な経費の予算化、計画の見直し
等を行っていく。
おわりに
「図書館の電子化」を進めていくということは単
にシステム環境を整備することだけではない。最も
重要な点は、ソフト的な面で、利用者である教育・
研究者、学生の理解を得つつ、新しい環境下で確固
たるサービス体制（組織、人材）を築き上げると共
に、将来起こりうる状況変化にも迅速に対応してい
くことである。さらには、業務を遂行していく部分
においても、利用者サービスと密接な関連付けを行
い、業務の流れそのものを見直していくことが必要
だと考える。
本年度、図書館は事務組織の改編を行った。それ
は多様化する利用者ニーズにどのように応えていく
べきかを、利用者サービス面、および業務面から組
織を見直した結果である。しかし、いくら組織を変
更したからといっても人的な質の向上がなくては、
また活性化した職場環境がなくては発展は望めない
し、利用者にとって望ましい図書館ではないことは
言をまたない。特に「図書館の電子化」を進めてい
くためには、将来を指向した計画的で継続的な人材
の確保と育成が必須である。その意味からも中期計
画によって目標を具体化し、それを実現していくた
めの体制づくりが重要であり、且つ図書館にとって
の最大の課題でもある。
くながはしあつあぎ 図書館次長〉
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図書館フォーラム第 2号(1996)
表 1 学術情報センターニュース (1996.12)より引用
0接続館数国立大学 98 0データベース構築状況
公立大学 35 和図書 事自二i心士 1,262,839 
私立大学 242 所蔵 16,849,958 
短期大学 33 洋図書 享戸云P士じヽ 1,774,427 
共同利用機関等 12 所蔵 8,068,030 
その他 61 和雑誌 事自号Pヽ士Cヽ 83,880 
所蔵 1,872,659 
計 481機関 洋雑誌 事自舌n心士ヽ 122,342 
所蔵 1,163,408 
図 1 新KUL基本画面：開発中のため、データ編集処理等は行っていません
簡易検索
検索条件を指定して、検索開始ポタンをクリックして下さい。
HELPは、三三をクリックして下さい。
1. 検索対象データペース指定•••検索したいデータベースにチェックを入れて下さい。
（複数指定可）
団棚屈書 □和雑誌 □洋図書 □洋雑誌
2.検索値入カ ・ 書名／雑誌名と著者名／編者団体名を共に入力すると、
AND（論理積）条件となります。
書名／雑誌名： I電子因書館 1 
⑥任意一致0後方一致〇完全一致
任意一致の場合、複数のワードを空白で区切ると、 AND（論理積）
条件となります。
著者名／編者団体名：I | 
＠任意一致〇後方一致〇完全一致
任意一致の場合、複数のワードを空臼で区切ると、 AND（論理積）
条件となります。
3.一覧l)スト件数
@50件まで 0100件まで 0500件まで 01000件まで
I検索開始廿条件ク l)ア I
上
簡略書誌一輩
検索対象データベース ： 和闊書
検索値（書名／雑誌名） ： 電子因書館
検索値（著者名／編者団体名） ： 
検索結果3件、ヒットしました。 1 0 
詳細な書誌情報、所在情報を見たい場合は、書名をクリックして下さい。
1.電子因書館：： 1 ／長尾／真 I著：・・・岩波書店， 1994.9..（岩波科学ライプラリー：）
2.人文学と情報処理：特集電子悩書館の未来：第 9号I/BSDATA:編集・・・勉誠
社， 1995,9・・・(:)
3. 電子屈書館の神話：； 1 ／根本／彰 Iはか訳：・・・勁草書房， 1996. 4…(:) 
・検索画両に戻る
害誌情報詳細
TW00557212 
MFLG: 1 
OlOAl 4 -0 0 -0 0 6 5 1 5 -7 
080Al 9 4 0 3 5 9 1 8 
080 G 1 3 8 7 6 5 9 
080 S 1 8 9 7 
251Al 電子図書館
551Al デンシ トショカン
251 Fl 長尾／真 I著
751Al ナガオ，マコト
751B1 長尾／真
751Nl 1 1 0 0 0 0 6 9 8 9 8 0 0 0 0 
751 Tl * 
270Al 東京
270B1 岩波書店
770Al イワナミショテン
270 D 1 1 9 9 4. 9 
280Al 岩波科学ライプラリー
580Al イワナミ カガク ライプラリー
280 B 1 1 5 
580D1 1 5 
275Al 1 2 5 P 
275B1 1 9 c m 
360B1 ¥9 71 
360Cl ¥1000 
658B1 図書館
658Al トショカン
658B2 情報サーピス
658A2 ジョウホウ サーピス
67 Al O 1 0. 4 
690Al ナデ
365Al L 
365B1 M 1 
365El A 
770Nl O 3 6 5 
251 Z 1 1 1 0 0 0 0 6 9 8 9 8 0 0 0 0 
所蔵一覧
恒 l請求記号 I唇蚕工互］邑囲堡困
厘匝二二］IKIO10.41ナI軋匝函詞
圏 IT|010.41ナI匝匝互囮
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